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体育や運動部活動には、健康の保持・増進、

体力の向上といった身体的側面に加え、社会性

や道徳性の発達といった人格形成の側面に寄与

することも期待されている。具体的には、スポー

ツパーソンシップ(spodspersonship)やフェ

アプレー精神の溜養のことであり、これらを強

調することがスポーツの教育的機能の1つと

して重視されてきた。

しかしながら、現実のスポーツ場面では、選

手のみならず指導者や親が勝利を追求するあま

り、反スポーツパーソンシップ的行動やアン

フェアな攻撃的行動がしばしば見受けられるの

も事実である。したがって、スポーツの持つ教

育的機能を高めるためには、このような行動を

いかにしてコントロールし、抑制していくかが

重要とされる。

ところで、攻撃性とは、一般に、被害の回

避、強制、制裁、印象形成の4つの機能を持

つとされ、古くは、本能説や欲求不満攻撃説の

ように1つの要因からその発生メカニズムを

説明しようとする試みが行われてきた(阿江,

隠岐の島町立都万小学校

島根大学教育学部
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2008a)。しかし、多くの実証的研究が新たな

知見を提示するにつれて、単一の要因だけでな

く、個人的要因、社会的要因、状況要因など様々

な要因が攻撃行動を規定することが明らかにさ

れてきた。

また、スポーツにおける攻撃行動に関する研

究は、前述したような理論的基盤を背景としな

がら、①スポーツの参加が個人内の攻撃性に及

ぼす影響、②攻撃行動とパフォーマンスとの関

係、③競技場面における攻撃行動を規定する要

因という3つの問題を扱ってきたが、十分明

らかにされているとは言い難い状況にある。さ

らに、スポーツにおける攻撃性は、人を直接傷

つける身体的攻撃や人をののしったり、嫌がる

ことを言って相手を傷つける言語的な攻撃など

の抑制されるべき攻撃性と闘志あふれるプレー

やラフプレーなどスポーツの醍醐味ともいえる

攻撃性など、その性質が多様であることが指摘

されている(阿江,2008b)。

たとえば、杉山(1990)は、ラグビー、サッカー

などのコンタクト・スポーツに参加する 862

名を対象に攻撃性を検討した結果、次の7つ

の因子を抽出している。すなわち、①挑発的な
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意味を含み、身体によって相手を攻撃するとい

う攻撃形態を表していると考えられる「身体的

攻撃性因子」、②相手の攻撃行動に対して、や

り返すなどの報復行動を表していると考えられ

る「報復的攻撃性因子」、③スポーツ場面にお

いて、攻撃的とされるプレーの形態を表してい

ると老えられる「攻撃的プレースタイル因子」、

④不利な状態、競り合いの場面における行動を

反映していると考えられる「闘志因子」、⑤達

成動機の研究で指摘される達成行動の基準を満

たしていると考えられる「競技達成行動因子」、

⑥外顕的行動よりも、情緒的状態を表している

と考えられる「情緒的攻撃性因子」、⑦困難な

状況におかれた場合の反応を表すと考えられる

「困難の克服因子」、である。そして、身体的接

触が多々あるコンタクト・スポーツにおける攻

撃性の特質として、プレーにおいて攻撃的であ

るということは、ラフプレーや殴るなどの身体

的攻撃とはまったく関係なく、達成動機との関

連が極めて高いと述べている。加えて、競技場

面における攻撃性に関する性差を検討した結果、

身体的攻撃性、報復的攻撃性、攻撃的プレース

タイル、情緒的攻撃性において全体的に男性の

方が高いが、種目別にみると必ずしもこれらが

高いとはいえないことから、心理的なレベルで

は女性の方が男性よりも攻撃的になることがあ

るといったスポーツにおける攻撃性の特徴につ

いても明らかにしている。

つまり、スポーツにおける攻撃性を考える場

激しいタックルをする、徹底して攻めると^
rコ、

いった積極的なプレーに貢献すると考えられる

攻撃性と、ラフプレー、暴力行為などの激しい

反則行為を含み、アンフェアなプレーや反ス

ポーツパーソンシップ的行動の原因となる可能

性のある攻撃性の2つのタイプを区別してお

く必要性が示唆されるのである。

以上のように、スポーツにおける攻撃性は多

様であることがわかるが、スポーツパーソン

シップの精神の瓶養やフェアプレーの促進と

いった立場からは、スポーツ場面で生じる暴力

行為といったネガティブな攻撃行動をいかに制

御していくかが重要な課題であると考えられる。

ところで、このような問題に関して、最近、

達成目標理論からのアプローチが試みられるよ

うになってきた。達成目標理論とは、 Nich0ⅡS

(1989)らによって提唱された理論であり、達

成場面で人が設定する目標の種類やその意味づ

けが動機づけを規定するという立場である。達

成目標としては、一般に、他者との比較を通し

て自分の能力の高さを誇示したいという遂行

(成績)目標と他者とは独立して自らのスキル

の獲得や向上を目標とする熟達(課題)目標の

2つがあり、遂行目標は不適応的な動機づけパ

ターンを導くと考えられている。

たとえば、Duda, olson,& TemPⅡn a99D

は、 123名の高校バスケットボール選手を対象

に、達成目標志向性と反スポーツパーソンシッ

プ的行動及び攻撃行動との関係を検討した結果、

課題志向が弱く自我志向が強い選手ほど反ス

ポーツパーソンシップ行動を容認する傾向が高

いことを明らかにし、自我志向が攻撃的行動と

関連していることを報告している。

また、競技における攻撃性を規定する要因と

して、チームの環境要因(道徳的風士、コーチ

の目標志向性)と選手の目標志向性を取り上

げたStephens & Bredemeier a996)及び

Stephens (20OD は、選手の攻撃行動が本

人の目標志向性よりもチーム内の基準やコーチ

といった文脈要因からの影響を受けることを明

らかにしている。

一方、 Guivernau & Duda a998)の研究

をはじめとして、チームといった集団が持つ

目標志向性の傾向、すなわち動機づけ雰囲気

(motivational dimate)の視点からも攻撃性

の問題が検討されるようになってきた。

たとえば、 MiⅡer, Roberts,& ommundsen



(2004)は、ノルウエーの 12 歳から 14歳ま

でのサッカー選手714名を対象に、チームの

動機づけ雰囲気がスボーツパーソンシップに及

ぼす影響を検討した。その結果、スポーツパー

ソンシップ得点において性差が認められるとと

もに、チームの熟達雰囲気がスポーツパーソン

シップを促進させる傾向にあることを明らかに

している。

達成目標理論は動機づけにかかわる概念であ

るが、環境要因としての動機づけ雰囲気と競技

場面における攻撃性との関連性を検討すること

は、スポーツにおける攻撃性の抑制・制御といっ

た視点から有益な示唆が得られることが期待で

きる。

しかしながら、以上の研究はすべて欧米の選

手を対象としたものであり、我が国おいては、

スポーツにおける攻撃性にかかわる問題を動機

づけ雰囲気の視点から検討したものは、現時点

では見当たらない。

そこで、本研究は、サッカー選手を対象とし

て、チームの動機づけ雰囲気の認知と競技場面

における攻撃性との関連性を明らかにすること

を目的として行われた。

ている。

1)チームの動機づけ雰囲気

磯貝ほか(2008)が作成した動機づけ雰囲

気尺度を参者に、サッカーの競技場面用に修正

したものを使用した。①指導者の熟達志向、②

熟達志向、③協同、④公平さ、⑤指導者の成績

志向、⑥成績志向、⑦失敗の恐れの7つの下

位尺度から構成され、各4項目、計28項目に

対し、「1.まったくあてはまらない」から「5

よくあてはまる」までの5件法で回答を求めた。

具体的な項目例は、以下の通りである。「監督・

コーチは、結果が悪くても、頑張ったり、努力

したりする人をほめます(指導者の熟達志向)」、

「私のチームでは、技術の習得ができるかどう

かではなく、頑張って練習するかどうかが大切

にされます偶太達志向)」、「チーム練習では、チー

ムのみんなが協力しています(協同)」、「練習

や試合では、チームのみんなが平等です(公平

さ)」、「監督・コーチは得点や勝敗のことばか

り気にします(指導者の成績志向)」、「チーム

練習では、うまい人がみんなから注目されます

(成績志向)」、「チームの練習で失敗するとチー

ムメイトからバカにされるので、みんなびくび

くしています(失敗の恐れ)」。

2)選手の攻撃性

競技場面における選手の攻撃性ついては、杉

山・杉原(1989)の研究において抽出された

身体的攻撃性、情緒的攻撃性、闘志、報復的攻

撃性の4つの尺度と、杉山(199のが追加した、

攻撃的なプレースタイル、競技達成行動、困難

の克服の計7つの尺度を採用した。各5項目、

計 35 項目からなり、「1.まったくあてはまら

ない」から「5.よくあてはまる」までの 5 件

法により回答を求めた。

具体的項目例を以下に示した。「自分のほう

からラフなプレーをしかけることがたまにあ

る(身体的攻撃性)」、「競技中、もし殴られる

ようなことがあれば殴り返してやる(報復的攻
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1.調査対象

調査対象は、中国地区の3つの国立大学サッ

カー部所属の男子選手80名、及び中国地区の

3つの社会人サッカークラブと島根県立高校の

サッカー部に所属する女子選手77名の計 157

名である。

方 法

2.調査内容

質問紙は、年齢、性別、競技経歴、ポジショ

ン、競技年数、レギュラーの有無等の基本的属

性のほか、チームの動機づけ雰囲気と競技場面

における攻撃性に関する調査項目より構成され
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撃性)」、「試合では徹底して攻めまくる方であ

る(攻撃的プレースタイル)」、「相手が強いほど、

相手に向かっていく方である(闘志)」、「競技

を行うとき、自分には少し難しいような目標を

たてる(競技達成行動)」、「競技中、他の選手

にからかわれると、すぐにカッと頭にくる(情

緒的攻撃性)」、「試合が不利になると、あきら

めてしまう(反転項目)(困難の克服)」。

3.調査期間

調査は 2008年11月8日から 12月5日に

かけて実施した。

4.調査方法

調査者がチーム代表者に調査の主旨と方法を

説明した後に、各チームに調査用紙を配布し、

後日回収した。

表 1 より、「指導者の熟達志向」(t=-5.03,

df=155, Pく.OD、「熟達志向」(t=-3.84,

df=155, Pく.OD、「協同」(t=-5.09, df=

155, Pく.OD、「公平さ」(t=-3.06, df=155,

Pく.OD、「指導者の成績志向」(t=3.63, df=

155, Pく.OD、「成績志向」(t=431, df=155,

Pく.OD、「失敗の恐れ」(t=8.66, df=155, P

<.OD において有意差が認められた。

これは、「指導者の成績志向」、「成績志向」、「失

敗の恐れ」において、男子選手が女子選手より

も高い得点を示しているのに対して、「指導者

の熟達志向」、「熟達志向」、「協同」、「公平さ」

においては、女子選手が男子選手よりも高い傾

向にあることを示している。

以上のことから、男子のチームは女子チーム

に比較して、勝つことを重視する意識が選手・

コーチともに高いことや、ポジション争いが激

しく、失敗できないという高い緊張感の下でプ

レーしていることが示唆される。

それに対して女子チームは、勝敗よりも個

人やチームの技術の向上に対する意識が高く、

チーム全体でうまくなろうというという雰囲気

が高い傾向にあることが窺える。

5.統計処理

結果の処理は,すべてSPSS12.OJforW血d0峪

を用いて行った。

1.チームの動機づけ雰囲気の特徴について

まず、チームの動機づけ雰囲気の特徴を明ら

かにするために、男女別に動機づけ雰囲気得点

を算出し、 t検定を行った(表 D。

結果と考察

指導者の熟達志向

表 1.チームの動機づけ雰囲気得点(平均・標準偏差)

平

指導者の成績志向

成績志向

失敗の恐れ

2.競技場面における攻撃性の特徴について

競技場面における攻撃性の特徴を明らかにす

るために、男女別に攻撃性得点を算出し、t検

定を行った(表2)。

男子選手(n・80)

3.6(.69)

3.5(.74)

3.4(.75)

3.0(.63)

3.1(.61)

3.2(.67)

3.2('64)

女子選手(n・フフ)

4.1(.70)

3.9(.58)

4.0(.66)

33(.59)

2.8(.43)

2.8(.48)

2.4(.50)

"Pく.01

t値

、520如

・3.86'

・5.10"

、3.07斡
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身体的攻撃性

報復的攻撃性

攻撃的プレースタイル

志闘

競技達成行動

情緒的攻撃性

困難の克服

表2.攻撃性得点(平均・標準偏差)

男子選手(n・80)

表 2 より、「身体的攻撃性」(t=フ.43, df=

155, Pく.01)、「競技達成行動」(t=4.88, df=

155, Pく.01)、「情緒的攻撃性」(t=2.86, df=

155, Pく.OD、「困難の克服」(t=-2.75, df=

155, Pく.01)、「攻撃的プレースタイル」(t=

-2.40, df=155, Pく.05)、において有意差が

認められた。

これは、「身体的攻撃性」、「競技達成行動」、「情

緒的攻撃性」においては、男子選手が女子選手

よりも得点が高く、「攻撃的プレースタイル」、

「困難の克服」においては、女子選手が男子選

手よりも得点が高いことを示している。

このことより、男子選手は女子選手よりも身

体的にも情緒的にも相手に手を出してしまった

り、すぐに腹を立ててしまったりとプレーヤー

として負の攻撃的な面が多いのに対して、女子

選手は、自分から積極的にプレーしたり、最後

2.8a2)

2.9(.74)

3.1(.72)

3.4(92)

4.1(.76)

3.2(.75)

3.1(.55)

女子選手(n*フフ)

1.6(.63)

2.9(.6.9)

3.3(.43)

3.4(.74)

3.6(.69)

29(.70)

3.4(.48)

、Pく.05,斡Pく.01

t値

フ.51斡

1.68

、2.42、

・0.53

4.89粋

2.86献

・2.75斡
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まであきらめずにプレーするなどのプレーヤー

としての肯定的な攻撃性の側面が高いことが示

唆される。また、女子選手より男子選手のほう

が「競技達成行動」得点が高いことから、男

子選手のほうが競技者として成功したい、みん

なから認められたいという思いが強いことが窺

える。

<動機づけ雰囲気>

表3.チームの動機づけ雰囲気と競技場面における攻撃性との関係(重回帰分析の結果)

3.チームの動機づけ雰囲気と競技場面におけ

る攻撃性との関連について

チームの動機づけ雰囲気と競技場面における

攻撃性との関連を明らかにするために、攻撃性

の各下位尺度を目的変数、チームの動機づけ雰

囲気の各下位尺度を説明変数とした重回帰分析

を行った(表3)。

重相関係数をみると、身体的攻撃性(R=.544,

Pく.OD、攻撃的プレースタイル(R=.715,

指導者の熟達志向

平

指導者の成績志向

成績志向

失敗の恐れ

身体的攻撃

・.089

・.149

・.269"

188、

105

・.019

334帥

重相関係数(R)

報復的攻撃

・.148

・.027

169

・.034

060

・.034

'.062

攻撃的プレー

スタイル

544'

<賤技場面における攻撃性>

・280
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415-

146

292"

087

001

開志

183

040

147

085

・.072

・.014

268"

・.166'

競技達成行動

+Pく.10.'Pく.05,'Pく.01

715"

069

060

・.028

、.041

204'

200'

099

情緒的攻撃

271

091

・.007

・.060

、.147

166^

003

153

困難の克服

399"

237'

083

053

・.198、

024

・.088

・.160'

293、 364"

向
同
さ

志達熟
協
公
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Pく.OD、競技達成行動(R=399,Pく.OD、困

難の克服(R=364,Pく.OD に有意な係数が

認められ、「情緒的攻撃性」(R=239,Pく.1の

では有意な傾向が求められた。なお、報復的攻

撃性と闘志では有意な重相関係数は認められな

かった。

つぎに、標準偏回帰係数をみると、まず、攻

撃性のネガティブな側面と考えられる身体的攻

撃性に対しては、協同的雰囲気に有意な負の係

数(β=-269,Pく.01)が、失敗の恐れには

有意な正の係数(β=334,Pく.OD がそれぞ

れ認められた。これは、チーム内の協同的雰囲

気が高いと認知されるほど身体的攻撃性が抑制

されるのに対して、失敗の恐れが高いと認知さ

れるほど身体的攻撃性が促進される傾向にある

ことを示している。

また、攻撃的プレースタイルに対しては、熟

達志向的雰囲気、協同的雰囲気、指導者の成績

志向的雰囲気にそれぞれ有意な正の係数(順に、

β=.192, Pく.05 ;β=.415,Pく.01 ;β=292,

Pく.01)が認められ、これらの雰囲気が高いチー

ムほど攻撃的プレースタイルが促進される傾向

にあることが示唆される。

さらに、競技達成行動に対しては、指導者の

成績志向的雰囲気と成績志向的雰囲気にそれぞ

れ有意な正の係数 U順に、β=204,Pく.05;

β=200,Pく.05)力靖忍められた。選手と指導

者の成績志向が強いチームに所属している選手

ほど競技達成行動が強い傾向にあることが窺え

る。

最後に、困難の克服に対しては、指導者の熟

達志向的雰囲気に有意な正の係数(β=237,

表4.男子選手におけるチームの動機づけ雰囲気と競技場面における攻撃性との関係(重回帰分析の結果)

価力機づけ雰囲気>

指導者の熟達志向

熟達志向

協 同

公 平 さ

指導者の成績志向

成績志向

失敗の恐れ

身体的攻撃

・.061

・.151

・287、

209

107

・.045

263、

重相関係数(R)

報復的攻撃

・.125

・.030

263、

表5.女子選手におけるチームの動機づけ雰囲気と競技場面における攻撃性との関係(重回帰分析の結果)

攻繋的プレー

スタイル

値力機づけ雰囲気>

<競技場面における攻撃性>

・.120

・.051

・.015

・.033

393'

・.035

164

369'

指導者の熟達志向

熟達志向

協 同

公 平 さ

指導者の成績志向

成績志向

失敗の恐れ

闇志

]93

229、

068

・.030

261

・.112

身体的攻撃

245

105

競技達成行動

0.61

・.083

・363'

193

008

093

・.050

+Pく.10,、Pく.05,岫Pく.0]

・.183

131

292'

・.204

700"

重相関係数(R)

079

231

・207

報復的攻撃

情緒的攻撃

・.137

122

214

226、

・.165

325

025

052

137

230'

・.]29

攻撃的プレー

スタイル

・.006

049

・203

<競技場面における攻撃性>

324

困難の克服

・.01 1

・.039

Ⅱ6

064

127

422'

171'

162

158

092

・.049

464"

125

390-

128

闇志

253

204

081

073

006

・.108

202

・.028

・311

051

・.093

・223

259

鯖技達成行動

155

+Pく.10.ンく.05." Pく.01

764'、

340*

・.133

337'

・.255、

152

192

・.021

375

情緒的攻撃

360

230

・.143

284+

、279'

323'

・.172

困難の克服

480"

275

028

026

146

・.055

・.029

406、

・.091

047

302



Pく.05)が認められた。指導者が熟達目標を持っ

て指導していると選手から認知されることが選

手自身の困難の克服を促進させることが示唆さ

れる。

つぎに、前述した競技場面における攻撃性の

検討において性差力靖忍められたことから、動機

づけ雰囲気と攻撃性との関連を男女別に検討す

ることとした。表4及び表5は重回帰分析の

結果を、図1及び図2はそれらを図示したも

のである。

まず、表4及び図 1より、男子選手では、「攻

撃的プレースタイル」と「競技達成行動」に

有意な係数(順に、 R=.700,Pく.01; R=.422,

Pく.OD が、「身体的攻撃性」には有意な傾向

を示す係数(R=393,Pく.1の力靖忍められた。

つぎに、標準偏回帰係数をみると、攻撃的プ

レースタイルに対して、協同的雰囲気と指導者

の成績志向的雰囲気に有意な正の係数(順に、

β=369,Pく.05 ;β=229,Pく.05)が認めら

れた。これは、チーム内の協同的雰囲気と指導

者の成績志向的雰囲気が高いと認知されるほど

攻撃的プレースタイルが促進される傾向にある

ことを示している。

また、競技達成行動に対して、成績志向雰

囲気が有意な傾向を示す正の係数(β=226,

Pく.1のが認められ、成績志向的雰囲気が競技

達成行動を促進させることを示している。

さらに、身体的攻撃性に対しては失敗の恐れ

が正の係数(β=263,Pく.1のを恊同的雰囲

気が負の係数(β=-287,Pく.05)をそれぞ

<動機づけ雰囲気>

33

協

指導者の成績志向

同

成績志向

- Pく.10 ・・・・・・・・◆、 Dく.05 ・・・・・伊・ Pく.01

図1.男子選手におけるチームの動機づけ雰囲気と競技場面における攻撃性との関係

失敗の恐れ

情緒的攻撃性

<動機づけ雰囲気>

価.

Pく.10

指導者の熟達志向

<攻撃性>

身体的攻撃性

熟達志向

攻撃的プレースタイル

Pく.05 ・^、、Pく.01

協

競技達成行動

公平さ

同

指導者の成績志向

図2

- Pく.10 ・・・・・・・・ー、 Pく.05 ・・・・・伊、 Pく.01

女子選手におけるチームの動機づけ雰囲気と競技場面における攻撃性との関係

Pく.10

<攻撃性>
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^
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れ示した。これは、チーム内に協同的雰囲気が

高いと認知されるほど身体的攻撃性が抑制され

る傾向にあるのに対して、失敗を恐れる雰囲気

が高いほど身体的攻撃性が促進される傾向にあ

ることを示している。

ここで、攻撃的プレースタイルや競技達成行

動は攻撃性の肯定的側面であるのに対して、身

体的攻撃性は抑制されるべき否定的側面である

と考えられるが、本研究結果は、チーム内の雰

囲気を協同的なものにすることで身体的攻撃性

を抑制できる可能性を示しているという点で興

味深い。

一方、女子選手では、表5及び図 2 より、「攻

撃的プレースタイル」(R=.764,Pく.OD と「競

技達成行動」(R=.480,Pく.OD に有意な重相

関係数が、「情緒的攻撃性」(R=.406,Pく.1の

には有意な傾向を示す係数が認められた。

つぎに標準偏回帰係数を検討した結果、まず、

攻撃的プレースタイルでは、協同的雰囲気、指

導者の成績志向的雰囲気、及び熟達志向的雰

囲気にそれぞれ有意な係数(順に、β=.464,

Pく.01 ;β=390, Pく.01 ;β=.171, Pく.10)

が認められた。これは、女子のチームでは、チー

ムが協同的で熟達志向的であり、指導者が成績

志向的であるほど攻撃的プレースタイルが促進

されることを意味している。

また、競技達成行動では、指導者の熟達志向

的雰囲気と協同的雰囲気には有意な係数(111凱こ、

β=340, Pく.05 ;β=337, Pく.05)が、公

平さには有意な傾向を示す係数(β=-255,

Pく.1のがそれぞれ認められた。指導者が熟達

志向的であり、協同を重視するチームであるほ

ど選手の競技達成行動が高まるのに対して、公

平さが欠如しているチームでは、選手の競技達

成行動が抑制されることが示唆される。

最後に、攻撃性のネガティブな側面と考えら

れる情緒的攻撃性では、指導者の成績志向的雰

囲気に有意な係数(β=323,Pく.05)が、協

同と公平さには有意な傾向を示す係数 U11凱こ、

β=.284, Pく.10 ;β=ー.279, Pく.1のがそれ

ぞれ認められた。以上の結果は、指導者の成績

志向的雰囲気とチーム内に協同的雰囲気が強い

ほど女子選手の情緒的攻撃性が促進されるのに

対して、チーム内に公平さが担保されるほど情

緒的攻撃性が抑制されることを示唆してぃる。

さて、チーム内の動機づけ雰囲気と選手の攻

撃性との関連を検討してきたが、ネガティブな

攻撃性の抑制という視点から以上の結果をみる

と、まず、男子選手では、チーム内に練習や試

合での失敗が脅威とならない雰囲気と協同的雰

囲気を作り上げることが身体的攻撃性を抑制す

る点で重要であることが示唆される。また、女

子選手では、チーム内の公平性を担保し、指導

者が成績志向を強めないことが情緒的攻撃性を

抑制するうえで重要なことが示唆されたといえ

る。つまり、本研究結果は、チーム内の動機づ

け雰囲気を適切なものにすることで、身体的攻

撃性や情緒的攻撃性といった反スポーツパーソ

ンシップ行動を抑制できる可能性があることを

示しているのである。

しかしながら、以上の結果は、あくまで静的

な関係の分析にとどまっていることから、今後、

各チームの動機づけ雰囲気に介入することで、

競技場面における攻撃性をコントロールできる

かどぅかを検討する必要がある。

また、本研究では、高校生、大学生、及び社

会人のサッカー選手を対象としたが、その数は

必ずしも十分なものとはいえない。特に、山陰

地域における女子サッカー選手は少なく、本研

究においても高校生及び社会人に限定せざるを

得なかったことから、本研究結果を一般化する

には慎重であらねばならない。

さらに、チーム内の動機づけ雰囲気と選手の

攻撃性との関連には、発達段階や競技レベルに

よる影響が予測される。これらを今後の検討課

題としたい。



本研究の目的は、チームの動機づけ雰囲気の

認知と競技場面における攻撃性との関連性を検

討することであった。サッカー選手 157名を

対象に、チームの動機づけ雰囲気と選手の攻撃

性との関連を検討した主な結果は、以下の通り

である。

1)男子選手の場合、チーム内において、協

同的雰囲気が高く、失敗の恐れの低い雰囲気を

作り出すことが競技場面における身体的攻撃性

を抑制することが示唆された。

2)女子選手では、指導者が成績志向的雰囲

気を高めず、チーム内の公平さに配慮すること

で情緒的攻撃性を抑制する可能性があることが

示唆された。
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